
 

ピロキロン 

公表文献調査結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出日：令和 6 年 6 月 26 日 

 
 

協友アグリ株式会社 

 



 

 

 

 

目 次 

 

要約 

 

1. 調査対象農薬 ...................................................................................................................................... 1 
2. 調査方法 .............................................................................................................................................. 1 
3. 調査結果 .............................................................................................................................................. 2 

3.1 文献検索結果 ......................................................................................................................  2 
3.2 評価目的との適合性評価結果 ..........................................................................................  2 
3.3 適合性評価第 2 段階で適合性有とされた文献と分類結果 ..........................................  3 
3.4 結果の信頼性に基づく分類結果 ......................................................................................  3 

4. まとめ .................................................................................................................................................. 3 
 

Appendix 1 農薬取締法に基づく農薬有効成分の再評価制度に係る公表文献調査報告書 

（有効成分名：ピロキロン） 

Appendix 2 検索結果並びに文献一覧 



 

 

 

 

要約 

 

ピロキロンについて、再評価資料提出期限の始期（2024 年 4 月 1 日）の 6 ヶ月前から過去 15 年

間を含む期間に発行された公表文献について検索し、適合性及び信頼性の評価を行った。検索対象

は、2008 年 10 月 1 日～2023 年 9 月 30 日に発行された英文及び和文の公表文献とした。対象とす

る農薬名で検索抽出した総論文数は 102 報であり、このうち、2 段階による評価目的との適合性評

価の結果として最終的に「適合性あり」と判断されたものは 9 報であった。その内訳は「区分 c」

が 9 報であり、「区分 a」又は「区分 b」に該当する文献は無かった。なお、2023 年 10 月 19 日時

点において、海外の評価機関が発行する評価書において引用されている公表文献は無かった。 
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1. 調査対象農薬 

調査対象とした農薬の情報を表 1 に示す。 

 

表 1 調査対象とした農薬の情報 

項目 内容 

有効成分に関

する情報 

一般名 Pyroquilon、ピロキロン 

IUPAC/ 

CAS 名 

IUPAC 名 

和名：1,2,5,6-テトラヒドロピロロ [3,2,1-ij] キノリン-4-オン 

英名：1,2,5,6-tetrahydropyrrolo [3,2,1-ij] quinolin-4-one 

CAS 名 

和名：1,2,5,6-テトラヒドロ-4H-ピロロ [3,2,1-ij] キノリン-4-

オン 

英名：1,2,5,6-tetrahydro-4H-pyrrolo [3,2,1-ij] quinolin-4-one 

CAS 番号 57369-32-1 

EEC 番号 611-516-6 

その他名称 CGA49104、CG-114 

一般名 Pyroquilon、ピロキロン 

有効成分を含

む製剤 

製剤名 CORATOP、コラトップ 

その他名称 － 

代謝物又は分解物 CGA 149838： CSAA138504、 

1,2-ジヒドロピロロ[3,2,1-ij]キノリン-4 オン 

1,2-dihydro-pyrrolo[3,2,1,-ij]quinolin-4-on 

CGA169652： CSAA157825、 

2-オキソ-キノリン-8-酢酸 

(2-oxo-1,2-dihydro-quinolin-8-yl)-acetic acid 

CGA168484： CSAA156662、 

3,4-ジヒドロ-2-オキソ-キノリン-8-酢酸 

(2-oxo-1,2,3,4-tetrahydro-quinolin-8-yl)-acetic acid 

 
2. 調査方法 

令和 5 年 7 月 31 日付け 5 消安第 2598 号農林水産省消費・安全局長通知「『公表文献の収集、選

択等のためのガイドライン』の一部改正について」に従い、2008 年 10 月 1 日から 2023 年 9 月 30

日の間に発行された公表文献を収集・調査した。 

文献検索の対象データベース（電子ジャーナルプラットフォーム）は Web of Science (Core 

Collection) 及び J-STAGE とした。検索日は 2023 年 10 月 19 日とした。 
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3. 調査結果 

調査結果の詳細は Appendix 1 に記載するものとし、以下にはその概要を示す。 

 

3.1 文献検索結果 

各電子ジャーナルプラットフォームの検索結果及び各検索条件結果を統合したものを表 2 に示

す。検索によって得られた総論文数（重複を除く）は 102 報であった。 

 

表 2 各電子ジャーナルプラットフォームの検索結果及び各検索条件結果を統合したまとめ 

項目 論文数 

対象とする農薬名で検索抽出した総論文数（全データベースの合計） 102 

各電子ジャーナルプラットフォーム間の重複を除いた総論文数 102 

 

なお、2023 年 10 月 19 日時点において、海外の評価機関が発行する評価書において引用されて

いる公表文献はなかった。 

 

3.2 評価目的との適合性評価結果 

評価目的との適合性評価（第 1 段階、第 2 段階）の結果を表 3 に示す。102 報中、第 1 段階（文

献の表題及び概要に基づく適合性評価）で「適合性なし」と判断されたものは 82 報、「適合性あ

り」と判断されたものは 20 報であった。第 2 段階（文献の全文に基づく適合性評価と分類）で「適

合性なし」と判断されたものは 11 報、「適合性あり」と判断されたものは 9 報であった。 

 

表 3 評価目的との適合性評価（第 1 段階、第 2 段階）の結果のまとめ 

項目 
該当する 

論文数*1 

第 1 段階 第 2 段階 

適合性 

なし*1 

それ以外 

（第 2 段階へ） 
適合性なし 適合性あり 

ヒトに対する毒性 － － 1 1 0 

農作物及び畜産物への残留 － － 6 3 3 

生活環境動植物及び家畜に

対する毒性 
－ － 2 2 0 

環境動態 － － 11 5 6 

合計 102 82 20 11 9 

*1 第 1 段階では「適合性なし」の文献の分野分けを行っていない。分野分けは「それ以外」に分類された文献に

ついて第 2 段階移行時に実施した。 
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3.3 適合性評価第 2 段階で適合性有とされた文献と分類結果 

適合性評価の第 2 段階で「適合性あり」とされた文献について、区分 a～c に分類した結果を表

4 に示す。区分 a（リスク評価パラメーター（ADI、ARfD、AOEL、残留基準、生活環境動植物の登

録基準、水産 PEC 等）を設定又は見直すために利用可能と判断される文献）及び区分 b（リスク評

価パラメーターを設定する際の補足データとして利用が可能と想定される文献）に該当する文献は

なく、区分 c（区分 a 又は b に分類されない文献）に該当する文献はそれぞれ 9 報であった。 

 

表 4 適合性評価第 2 段階で適合性ありとされた文献と分類結果 

分野 
該当する論文数 

区分 a 区分 b 区分 c 

ヒトに対する毒性 0 0 0 

農作物及び畜産物への残留 0 0 3 

生活環境動植物及び家畜に対する毒性 0 0 0 

環境動態 0 0 6 

合計 0 0 9 

 

3.4 結果の信頼性に基づく分類結果 

評価目的への適合性評価において「区分 a」に分類した文献は無かったことから、信頼性に基づ

く分類等は行わなかった。 

 

4. まとめ 

ピロキロンについて、再評価資料提出期限の始期（2024 年 4 月 1 日）の 6 ヶ月前から過去 15 年

間を含む期間に発行された公表文献について検索し、適合性及び信頼性の評価を行った。検索対象

は、2008 年 10 月 1 日～2023 年 9 月 30 日に発行された英文及び和文の公表文献とした。 

対象とする農薬名で検索抽出した総論文数は 102 報であった。評価目的との適合性評価の結果、

第 1 段階（文献の表題及び概要に基づく適合性評価）で「適合性あり」と判断された文献は 20 報、

第 2 段階（文献の全文に基づく適合性評価と分類）で「適合性あり」と判断された文献は 9 報であ

り、いずれも区分 c に該当した。区分 a 及び区分 b に該当する文献は無かった。 

なお、2023 年 10 月 19 日時点において、海外の評価機関が発行する評価書において引用されて

いる公表文献はなかった。 
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Appendix 1 

農薬取締法に基づく農薬有効成分の再評価制度に係る公表文献調査結果 

（有効成分名：ピロキロン） 

 

1. 検索に用いたデータベース、検索日及び検索に用いたデータベースに関する情報 

表 1.1 文献検索に用いたデータベースの概要 

データベース

名 

データベースの特

徴、 
収載分野等 

収載範囲 
(文献検索時の文献数) 

更新 
頻度 

検索日 
検索対象 
期間 

Web of 

Science 

(Core 

Collection) 

世界最大の出版社

に中立な引用索引・

研究情報プラット

フォーム。 

査読など一定の要

件 を 満 た し た 約

20,000 誌の雑誌に掲

載された 1.7 億本の

論文にアクセスし、

検索結果の絞込み、

被引用数での並び

替え、引用ネットワ

ーク、引用文献検索

等ができる。 

1900 年-現在 

以下のようなデータベ

ースに収載された文献

の引用が可能。 

Data Citation Index 、

Derwent Innovations 

Index 、 BIOSIS 

Previews 、 Biological 

Abstracts 、 BIOSIS 

Citation Index、Current 

Contents Connect 、

Zoological Record 、

Inspec 、 CABI:CAB 

Abstracts、CABI:Global 

Health 、 MEDLINE 、

FSTA –the food science 

resource 、 Russian 

Science Citation Index 

Chinese Science Citation 

Index 、 KCI - Korean 

Journal Database 、

SciELO Citation Index 

毎週 2023/10/19 2008/10/1-

2023/9/30 

J-STAGE 国立研究開発法人

科学技術振興機構 

(JST) が提供する、

日本国内の科学技

術情報の電子ジャ

ーナルプラットフ

ォーム。 

1999 年-現在 

自然科学から人文・社

会科学、さらに学際領

域等の分野について、

国内の 1,500 を超える

発行機関が、3,000 誌以

上のジャーナルや会議

録等の刊行物を公開。 

不定期 2023/10/19 2008/10/1-

2023/9/30 
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2. 検索に使用したキーワード、検索の条件 

2.1. 対象とする農薬 

表 2.1.1 検索に用いたキーワード：有効成分ピロキロン 

一般名 Pyroquilon、ピロキロン 

IUPAC 名/CAS 名 IUPAC 名 

和名：1,2,5,6-テトラヒドロピロロ [3,2,1-ij] キノリン-4-オン 

英名：1,2,5,6-tetrahydropyrrolo [3,2,1-ij] quinolin-4-one 

 

CAS 名 

和名：1,2,5,6-テトラヒドロ-4H-ピロロ [3,2,1-ij] キノリン-4-オン 

英名：1,2,5,6-tetrahydro-4H-pyrrolo [3,2,1-ij] quinolin-4-one 

CAS 番号 57369-32-1 

EEC 番号 611-516-6 

その他名称 CGA49104、CG-114 

 

表 2.1.2 検索に用いたキーワード：有効成分ピロキロンを含む製剤 

製剤名 CORATOP、コラトップ 

その他名称 － 

 

表 2.1.3 検索に用いたキーワード：代謝物、または分解物 

代謝物、分解物 CGA 149838： 

CSAA138504、 1,2-ジヒドロピロロ [3,2,1-ij]キノリン -4 オン、 1,2-dihydro-

pyrrolo[3,2,1,-ij]quinolin-4-on 

CGA169652： 

CSAA157825、2-オキソ-キノリン-8-酢酸、(2-oxo-1,2-dihydro-quinolin-8-yl)-acetic 

acid 

CGA168484： 

CSAA156662、3,4-ジヒドロ-2-オキソ-キノリン-8-酢酸、(2-oxo-1,2,3,4-tetrahydro-

quinolin-8-yl)-acetic acid 

 

表 2.1.4 検索キーワード（条件） 

検索方法 検索キーワード（条件） 

英文検索 

Web of Science 

(Core Collection) 

Pyroquilon OR 1,2,5,6-tetrahydropyrrolo [3,2,1-ij] quinolin-4-one OR 1,2,5,6-tetrahydro-

4H-pyrrolo [3,2,1-ij] quinolin-4-one OR 57369-32-1 OR 611-516-6 OR CGA49104 OR 

CG-114 OR CORATOP OR CGA149838 OR CSAA138504 OR CGA169652 OR 

CSAA157825 OR CGA168484 OR CSAA156662 OR 1,2-dihydro-pyrrolo[3,2,1,-

ij]quinolin-4-on OR (2-oxo-1,2-dihydro-quinolin-8-yl)-acetic acid OR (2-oxo-1,2,3,4-

tetrahydro-quinolin-8-yl)-acetic acid) 
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検索方法 検索キーワード（条件） 

和文検索 

J-STAGE 

"Pyroquilon" OR "ピロキロン" OR "1,2,5,6-テトラヒドロピロロ [3,2,1-ij] キノリ

ン-4-オン" OR "1,2,5,6-tetrahydropyrrolo [3,2,1-ij] quinolin-4-one" OR "1,2,5,6-テトラ

ヒドロ-4H-ピロロ [3,2,1-ij] キノリン-4-オン" OR "1,2,5,6-tetrahydro-4H-pyrrolo 

[3,2,1-ij] quinolin-4-one" OR "CGA49104" OR "CG-114" OR "57369-32-1" OR "611-

516-6" OR "CGA49104" OR "CG-114" OR "57369-32-1" OR "611-516-6" OR 

"CORATOP" OR "コラトップ" OR "CGA 149838" OR "CSAA138504" OR "1,2-ジヒ

ドロピロロ[3,2,1-ij]キノリン-4 オン" OR "1,2-dihydro-pyrrolo[3,2,1,-ij]quinolin-4-

on" OR "CGA169652" OR "CSAA157825" OR "2-オキソ-キノリン-8-酢酸" OR "(2-

oxo-1,2-dihydro-quinolin-8-yl)-acetic acid" OR "CGA168484" OR "CSAA156662" OR 

"3,4-ジヒドロ-2-オキソ-キノリン-8-酢酸" OR "(2-oxo-1,2,3,4-tetrahydro-quinolin-8-

yl)-acetic acid" 

 

2.2. 評価対象となる影響 

検索は 4 分野としての限定を行わず、全ての文献を対象とした。 

 

表 2.2.1 4 分野に関連する文献の検索に用いたキーワード 

ヒトに対する毒性 

分野に関するキーワードを検索に利用していない 
農作物及び畜産物への残留 

生活環境動植物及び家畜に対する毒性 

環境動態 

 

2.3. 評価対象の生物種等  

検索は評価対象の生物種等での限定を行わず、全ての文献を対象とした。 

 

表 2.3.1 評価対象となる生物種等に関するキーワード 

ヒトに対する毒性 

生物種等に関するキーワードを検索に利用していない 
農作物及び畜産物への残留 

生活環境動植物及び家畜に対する毒性 

環境動態 
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3. 評価目的との適合性評価（第 1 段階、第 2 段階）及び信頼性評価で設定した判断基準 

3.1. 第 1 段階：文献の表題及び概要に基づく適合性評価 （RA） 

第 1 段階として、文献の表題及び要約に基づき、下記の①から⑮に該当するものは明らかに評価

の目的と適合しない文献と見なした。 

 

① 当該農薬と関係しない論文（当該農薬の代替剤等） 

② 政策、社会、経済分析に関する論文 

③ 農産物等の生産、流通に関する論文 

④ 薬効、薬害、物理的化学的性状に関する論文 

⑤ 分析法やその開発に関する論文 

⑥ 新規合成法や基礎化学の観点で記載された論文 

⑦ 特許関連文献 

⑧ リスク評価をする上で十分なデータや情報を含まない学会発表等の概要や総説、成書 

⑨ リスク評価に使用できる新規のデータが提示されていない意見書 

⑩ 科学論文や規制についての総説を含む二次情報において、当該文献が参照する一次資料（原

著）の確認ができないもの 

⑪ 一般的な農薬の暴露に関する論文（当該農薬に限定せず、広範囲の農薬について記載された

もの） 

⑫ 異なる有効成分に由来する混合製剤の毒性に関する論文 

⑬ 4 分野（ヒトに対する毒性、農産物及び畜産物への残留、生活環境動植物及び家畜に対する毒

性、並びに環境動態）に関係しない論文 

⑭ 日本で登録されている処方以外の製剤に関する論文 

⑮ コンピュータシミュレーション等を用いたドライラボのみの論文 

 

3.2. 第 2 段階：文献の全文に基づく適合性評価と分類 （DA） 

第 1 段階で除外した以外の公表文献については、文献全文の内容に基づいて、以下の手順に従っ

て評価目的との適合性を検証し、その結果により分類した。 

 

(ア) 評価の目的と適合しない文献の除外 

文献全文の内容に基づき、第 1 段階の①から⑮に該当する場合に加え、以下の場合に評価の目的

と適合しない文献とした。 

 

① 当該農薬と関係しない論文（当該農薬の代替剤等） 

② 政策、社会、経済分析に関する論文 

③ 農産物等の生産、流通に関する論文 
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④ 薬効、薬害、物理的化学的性状に関する論文 

⑤ 分析法やその開発に関する論文 

⑥ 新規合成法や基礎化学の観点で記載された論文 

⑦ 特許関連文献 

⑧ リスク評価をする上で十分なデータや情報を含まない学会発表等の概要や総説、成書 

⑨ リスク評価に使用できる新規のデータが提示されていない意見書 

⑩ 科学論文や規制についての総説を含む二次情報において、当該文献が参照する一次資料（原

著）の確認ができないもの 

⑪ 一般的な農薬の暴露に関する論文（当該農薬に限定せず、広範囲の農薬について記載された

もの） 

⑫ 異なる有効成分に由来する混合製剤の毒性に関する論文 

⑬ 4 分野（ヒトに対する毒性、農産物及び畜産物への残留、生活環境動植物及び家畜に対する毒

性、並びに環境動態）に関係しない論文 

⑭ 日本で登録されている処方以外の製剤に関する論文 

⑮ コンピュータシミュレーション等を用いたドライラボのみの論文 

⑯ 試験設計、試験系、試験種、被験物質、暴露経路等が評価に活用する観点で妥当でないもの 

a) 試験方法が記載されていないもの 

b) 適切に評価できる試験種で実施されていないもの 

c) 適切な経路で投与/処理されていないもの 

d) 投与又は処理した被験物質量が明記されていないもの 

e) 添加に用いた媒体が確認できないもの 

f) 分析法が記載されていないもの 

⑰ 日本の代表的な使用方法/使用条件における評価に活用できない文献（ほ場条件、土性等） 

 

(イ) 評価の目的と適合した文献の分類 

(ア)で除外した以外の文献については、適合性があると判断した文献とし、下記の分類基準に従

って、全文をレビューし 3 つの区分に分類した。 

 

① 分類基準 

1. 実施している試験環境がテストガイドライン（TG）で定める条件と合っていること 

2. 投与又は処理した被験物質の純度が明記されていること 

3. 統計解析が可能な動物数／例数が確保されていること 

4. 複数の用量で実施されていること（最低 3 用量で実施） 

5. 無処理区（コントロール区）が設定されており、TG に照らしその結果が適正であること 

6. 解析方法及び結果が報告されていること 
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ヒトに対する毒性に関して、区分 a に該当するかどうかについては、食品安全委員会で示された

「定量的データ」として分類される下記基準を参考とした。 

 公表文献で用いられた用量が、研究内容と同等である安全性試験で用いられた最低用量よ

りも低いこと 

 公表文献の研究結果が、他の試験結果と比較できる単位を用いて報告されていること 

 研究の結論、エンドポイント及び用量が正確で、信頼でき、妥当であることを実証するため

の十分な情報が公表文献中に提供されており、研究結果が再現される可能性があると判断

できること 

 

② 分類区分 

区分 該当する文献 

a 
リスク評価パラメーター（ADI、ARfD、AOEL、残留基準、生活環境動植物の登録基

準、水産 PEC 等）を設定又は見直すために利用可能と判断される文献 

b 
リスク評価パラメーターを設定する際の補足データとして利用が可能と想定される

文献 

c a 又は b に分類されない文献 

 

3.3. 結果の信頼性に基づく分類で設定した判断基準 

評価目的への適合性評価において「区分a」に分類した文献は無かったことから、Klimisch基準

における分類等は行わなかった。 

 

4. 検索結果のまとめ 

すべてのデータベースの検索結果を統合したまとめを以下に示した。 

 

4.1. Web of Science (Core Collection) の各検索条件結果及びまとめ 

表 4.1.1 Web of Science (Core Collection)で検索した結果のまとめ 

データベース名 Web of Science (Core Collection) 

検索日 2023 年 10 月 19 日 

検索に用いたキーワード 表 2.1.4 に示した検索式 

ヒトに対する毒性 

分野、生物種等に関するキーワードを 

検索に利用していない 

農作物及び畜産物への残留 

生活環境動植物及び家畜に対する毒性 

環境動態 

検索結果 

対象とする農薬名で検索抽出した総論文数 13 
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4.2. J-STAGE の各検索条件結果及びまとめ 

表 4.2.1 J-STAGE で検索した結果のまとめ 

データベース名 J-STAGE 

検索日 2023 年 10 月 19 日 

検索に用いたキーワード 表 2.1.4 に示した検索式 

ヒトに対する毒性 

分野、生物種等に関するキーワードを 

検索に利用していない 

農作物及び畜産物への残留 

生活環境動植物及び家畜に対する毒性 

環境動態 

検索結果 

対象とする農薬名で検索抽出した総論文数 89 

 

4.3. 各電子ジャーナルプラットフォームの検索結果を統合したまとめ 

表 4.3.1 各電子ジャーナルプラットフォームの検索結果及び各検索条件結果を統合したまとめ 

項目 論文数 

対象とする農薬名で検索抽出した総論文数（全データベースの合計） 102 

各電子ジャーナルプラットフォーム間の重複を除いた総論文数 102 

 

4.4. 評価目的との適合性評価（第 1 段階、第 2 段階）の結果のまとめ 

表 4.4.1 評価目的との適合性評価（第 1 段階、第 2 段階）の結果のまとめ 

項目 
該当する 

論文数*1 

第 1 段階 第 2 段階 

適合性 

なし*1 

それ以外 

（第 2 段階へ） 
適合性なし 適合性あり 

ヒトに対する毒性 － － 1 1 0 

農作物及び畜産物への残留 － － 6 3 3 

生活環境動植物及び家畜に

対する毒性 
－ － 2 2 0 

環境動態 － － 11 5 6 

合計 102 82 20 11 9 

*1 第 1 段階では「適合性なし」の文献の分野分けを行っていない。分野分けは「それ以外」に分類された文献に

ついて第 2 段階移行時に実施した。 
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4.5. 適合性評価第 2 段階で適合性有とされた文献と分類結果 

表 4.5.1 適合性評価第 2 段階で適合性ありとされた文献と分類結果 

分野 
該当する論文数 

区分 a 区分 b 区分 c 

ヒトに対する毒性 0 0 0 

農作物及び畜産物への残留 0 0 3 

生活環境動植物及び家畜に対する毒性 0 0 0 

環境動態 0 0 6 

合計 0 0 9 
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5. 適合性評価の第 2 段階で「適合しない」と判断した論文リストとその理由 

表 5.1 適合性評価の第 2 段階で「適合しない」と判断した論文リストとその理由 

表 4.4.1 の

分野 
リスト

No. 
データ要求 

（項目番号） 
著者 出版年 論文表題 掲載誌名、号、ページ等 判断理由 

ヒ ト に 対

する毒性 
5-1-1 II 5.11 Kojima H. 

et al. 
2010 Endocrine-disrupting Potential 

of Pesticides via Nuclear 
Receptors and Aryl Hydrocarbon 
Receptor 

Journal of Health Science, 56, pp.374-
386 
DOI: 10.1248/jhs.56.374 

⑯200 種類の農薬を対象に、トランスアクティベーシ

ョンアッセイにより、受容体リガンドとして働きシグ

ナル伝達経路に影響を及ぼす農薬を探索した結果が報

告されているが、詳細な試験方法 (a)、処理した被験物

質量 (d) 等の記載がなく、評価に活用する観点で妥当

ではないと判断した。 

農 作 物 及

び 畜 産 物

への残留 

5-1-2 II 4.2.1 福井ら 2013 LC-MS/MS による農産物を主

原料とした加工食品中の残留

農薬一斉分析法の検討 

食品衛生学雑誌, 54, pp.426-433 
DOI: 10.3358/shokueishi.54.426 

⑤⑪「食品中に残留する農薬等に関する試験法の妥当

性評価ガイドライン」に従って LC-MS/MS による農産

物中の残留農薬一斉分析法の評価を実施した論文であ

る。 

5-1-3 II 6.4 山口ら 2020 薬用植物栽培における使用農

薬の実態調査（第 3 報）中国

産サンシシの使用農薬 

生薬学雑誌, 74, pp.10-19 
DOI: 10.24684/jspharm.74.1_10 

⑰中国産農作物を対象とした調査であり、日本国内の

代表的な使用方法や使用条件における評価には活用で

きないと判断した。 

5-1-4 II 6.4 向田ら 2021 薬用植物栽培における使用農

薬の実態調査（第 4 報）中国

産サンシュユの使用農薬 

生薬学雑誌, 75, pp.18-24 
DOI: 10.24684/jspharm.75.1_18 

⑰中国産農作物を対象とした調査であり、日本国内の

代表的な使用方法や使用条件における評価には活用で

きないと判断した。 

生 活 環 境

動 植 物 及

び 家 畜 に

対 す る 毒

性 

5-1-5 II 8.1 塚本ら 2016 環境こだわり栽培水田におけ

る生物多様性保全効果の検証 

関西病虫害研究会報, 58, pp.119-122 

DOI: 10.4165/kapps.58.119 

⑫混合製剤に関する毒性に関する論文であり、化学合

成農薬の使用成分数を慣行の半分以下とする栽培条件

の圃場及び慣行栽培圃場における生物多様性を評価し

た結果が報告されている。圃場ではピロキロン以外の

殺虫剤や除草剤も用いられており、ピロキロン単独の

毒性評価には使用できないと判断した。 

5-1-6 II 8.1 内藤ら 2020 豊岡盆地の水田におけるコウ

ノトリ育む農法の生物多様性

保全効果 

日本生態学会誌, 70, pp.217-230 
DOI: 10.18960/seitai.70.3_217 

⑫混合製剤に関する毒性に関する論文であり、環境保

全型稲作が行われている圃場と慣行栽培圃場における

植生や動物分類群の調査結果が報告されている。圃場

ではピロキロン以外の農薬も用いられており、ピロキ

ロン単独の毒性評価には使用できないと判断した。 

環境動態 5-1-7 II 7.6.5 小坂ら 2017 全国の水道事業を対象とした

農薬の測定計画と検出状況の

関連解析 

水環境学会誌, 40, pp.125-133 
DOI: 10.2965/jswe.40.125 

⑪一般的な農薬の暴露に関する論文で 2009～2011 年

度の全国の水道事業体における原水中の農薬検出状況

とモニタリング計画との関係を調査した論文であり、

当該農薬に限定せず、広範囲の農薬について記載され

ている。 

5-1-8 II 7.6.5 津田 2017 琵琶湖における農薬の変遷 環境化学, 27, pp.103-109 
DOI: 10.5985/jec.27.103 

⑪代表的な農薬について、1960 年代以降の琵琶湖の水

や魚介類における検出濃度の変化と農薬使用量の変遷

を考察した論文であり、当該農薬に限定せず、広範囲
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の農薬について記載されている。 

5-1-9 II 7.6.5 Nagai T. et 
al. 

2022 Temporal and regional 
variability of cumulative 
ecological risks of pesticides in 

Japanese river waters for 1990–
2010 

Journal of Pesticide Science, 47, pp.22-
29 
DOI: 10.1584/jpestics.D21-054 

⑪日本の水田で使用されている複数の農薬による生態

系累積リスクを定量的に評価し、さらに、1990～2010
年のリスクの時間的・地域的変動を可視化した論文で

あり、当該農薬に限定せず、広範囲の農薬について記

載されている。 

5-1-
10 

II 7.6.5 Yabuki Y. 
et al. 

2018 Determining the suitability of a 
polar organic chemical 
integrated sampler (POCIS) for 

the detection of pesticide residue 
in the Ishikawa River and its 
tributary in Osaka, Japan 

Journal of Pesticide Science, 43, pp.18-
23 
DOI: 10.1584/jpestics.D17-063 

⑤⑯サンプリング法の開発・評価に関する論文であり、

詳細な分析法の記載はなく、2012 年 6 月、8 月及び 2013
年 6 月に大阪府の石川、佐備川及び大和川においてグ

ラブサンプリング法及び POCIS（Polar Organic Chemical 
Integrated Sampler）を用いたパッシブサンプリング法で

採取された河川水から検出された農薬濃度の比較結果

が報告されている。 

5-1-

11 

II 7.6.5 須戸ら 2022 水環境中に残留する水田施用

農薬の Polar Organic Chemical 
Integrative Sampler（POCIS）と
グラブサンプリングによる 

時間加重平均濃度の比較 

水環境学会誌, 45, pp.41-50 

DOI: 10.2965/jswe.45.41 

⑤⑯サンプリング法の開発・評価に関する論文であり、

詳細な分析法の記載はなく、2017～2018 年に水田群の

排水路末端及び河川の流域末端において POCISによる

サンプリングと高頻度グラブサンプリングを行い農薬

の TWA 濃度を測定した結果が報告されている。 

 

6. 適合性評価の第 2 段階で「区分 a」「区分 b」「区分 c」へ分類された論文リストとその理由 

6.1. 分類結果「区分 b」 

分類の結果、区分 b に該当する公表文献はなかった。 

 

6.2. 分類結果「区分 c」 

表 6.1.1 適合性評価の第 2 段階で「区分 c」と判断した論文リストとその理由 

表 4.4.1 の

分野 
リスト

No. 
データ要求 

（項目番号） 
著者 出版年 論文表題 掲載誌名、号、ページ等 判断理由 

農 作 物 及

び 畜 産 物

への残留 

6-1-1 II 6.4 Park S. et 
al. 

2010 Residue analysis of multi-class 
pesticides in watermelon by LC-

MS/MS 

Journal of Separation Science, 33, pp.493-501 
DOI: 10.1002/jssc.200900644 

https://doi.org/10.1002/jssc.200900644 

スイカ中の低濃度農薬を検出するための LC-
MS/MS 法を適用した迅速なスクリーニングプロ

セス開発に関する内容。日本のガイドラインで要

求されていないスイカ中の残留農薬の分析結果

が示されており、ピロキロンは不検出と報告され

ている。ピロキロンなどのいくつかの農薬濃度は

αエラーリスク増加により過大評価される可能性

が示唆されている。 
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表 4.4.1 の

分野 

リスト

No. 

データ要求 

（項目番号） 
著者 出版年 論文表題 掲載誌名、号、ページ等 判断理由 

6-1-2 II 6.4 渡邉ら 2012 LC-MS/MS による農産物中残

留農薬の一斉分析 

食品衛生学雑誌, 54(1), pp.14-24 

DOI: 10.3358/shokueishi.54.14 
https://doi.org/10.3358/shokueishi.54.14 
 

日本のガイドラインで要求されているほうれん

そう、玄米、大豆及びオレンジ中の残留農薬の分

析結果が示されているが、ピロキロンは不検出と

報告されている。 

6-1-3 II 6.4 米田ら 2020 キハダの果実および葉の農薬

分析法の妥当性評価および残

留農薬実態調査 

日本食品化学学会誌, 27(1), pp.1-9 
DOI: 10.18891/jjfcs.27.1_1 

https://doi.org/10.18891/jjfcs.27.1_1 

日本のガイドラインで要求されている果実中の

残留農薬の分析結果が示されているが、ピロキロ

ンは不検出と報告されている。 

環境動態 6-1-4 II 7.6.5 後藤ら 2009 河川水及び水道水中の農薬の

年間挙動に関する研究 

環境化学, 19, pp.487-495 

DOI: 10.5985/jec.19.487 
https://doi.org/10.5985/jec.19.487 

2007 年度の信濃川、阿賀野川の河川水及び信濃

川を原水とする水道水中農薬の通年挙動が示さ

れるとともに、1995 年度の同様の調査結果との

比較も報告されている。ピロキロンの河川水中濃

度変化は農薬の使用時期や水文データと合わせ

て示され考察されている。一方で、農薬の使用量

等に関する情報は示されていない。 

6-1-5 II 7.6.5 津田ら 2009 琵琶湖水における農薬濃度の

農薬出荷量による評価 
環境化学, 19, pp.221-228 
DOI: 10.5985/jec.19.221 

https://doi.org/10.5985/jec.19.221 

2000～2007 年の琵琶湖表層水における農薬の濃

度推移が報告されている。ピロキロンは 2006 年

度の調査において高頻度で検出された 12 種の農

薬の一つとなっており、水中農薬最高濃度と農薬

出荷量や農薬使用量の関係についてもグラフで

示されている。ピロキロンはこれらの指標の関係

に関する考察の対象とはなっていないが、各時期

の検出濃度及び頻度が報告されている。但し、調

査地点の気象条件や流量、採水試料の水温や pH、

濁り等の情報は得られていない。 

6-1-6 II 7.6.5 川村、海老

瀬 
2012 桂川･宇治川･木津川における

農薬流出特性 
土木学会論文集 G（環境）, 68, pp.III_775-
III_785 
DOI: 10.2208/jscejer.68.III_775 

https://doi.org/10.2208/jscejer.68.III_775 

2007 年 4 月～12 月の桂川、宇治川、木津川にお

ける農薬濃度の高頻度測定結果が示されている。

ピロキロンは高濃度で検出された 3 種の農薬の

一つとなっている。河川毎の濃度変化特性や負荷

量変化特性、総農薬方式による検出指標値（DI
値）、農薬出荷量から推定した流出率等が定量的

に示されている一方、最大濃度以外の検出濃度に

ついては具体的な値が示されていない。 

6-1-7 II 7.6.5 Kawamura 
H. and 
Ebise S. 

2014 High-Frequency Observations of 
Pesticide Runoff Characteristics 
in Yodo River with Reference to 

Three Major Tributaries 

Journal of Water and Environment Technology, 
12, pp.307-320 
DOI: 10.2965/jwet.2014.307 

https://doi.org/10.2965/jwet.2014.307 

大阪府の河川とその 3 つの支流における 1995～
2012 年の農薬濃度の測定結果及び観測期間中の

総農薬負荷量の推定値が示されており、ピロキロ

ンは高濃度で検出された 3 種の農薬の一つとな

っている。但し、濃度推移はグラフで示されてお

り、値は最大値、最小値及び平均値のみが示され

ている。 
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表 4.4.1 の

分野 

リスト

No. 

データ要求 

（項目番号） 
著者 出版年 論文表題 掲載誌名、号、ページ等 判断理由 

6-1-8 II 7.6.5 海老瀬、川

村 

2017 淀川の水稲移植後渇水，スー

パー出水，秋季高濃度流出に

対する高頻度農薬調査—弾力

的で余裕のある面源負荷とし

ての農薬流出調査の必要性— 

環境科学会誌, 30, pp.282-295 

DOI: 10.11353/sesj.30.282 
https://doi.org/10.11353/sesj.30.282 

2013 年 4 月～11 月に淀川で 3 日ごとの高頻度定

時調査を行い得られたピロキロンの濃度推移や

調査期間全負荷量、流出率が報告されている。な

お、濃度推移はグラフで示されており、具体的な

値は示されていない。 

6-1-9 II 7.6.5 Kamata M. 

et al. 

2020 National trends in pesticides in 

drinking water and water sources 
in Japan 

Science of The Total Environment, 744, 140930 

DOI: 10.1016/j.scitotenv.2020.140930 
https://doi.org/10.1016/j.scitotenv.2020.140930 

2012～2016 年に日本における飲料水処理水及び

水源水（14,076 サンプル）中の 162 種類の農薬濃

度を測定している。ピロキロンの水源水濃度は

7.0 μg/L、水道水中濃度は 1.1 μg/L となっており、

水源の 20%、水道水の 9%で 0.01 µg/L を超えるピ

ロキロンが検出された。 
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7. 適合性評価の第 2 段階で「区分 a」と判断した論文リスト及び信頼性を評価した結果 

分類の結果、区分 a に該当する公表文献はなかった。 

 

8. EFSA、USEPA、JMPR の評価において評価書に結果が引用されている場合は、引用した機関、

引用された評価書名、発行年等の情報 

上記機関の評価書に結果が引用されている公表文献はなかった。 



題名 著者情報 書誌情報 DOI URL 発⾏年 第1段階 第2段階 判断理由

桂川・宇治川・⽊津川における農薬流出特性 川村 裕紀, 海⽼瀬 潜⼀ ⼟⽊学会論⽂集g（環境）, 68, III_775-III_785 10.2208/jscejer.68.III_775
https://doi.org/10.2208/jscejer.68.III_77
5

2012 適合性あり 区分c

2007年4⽉〜12⽉の桂川、宇治川、⽊津川における農薬濃度の⾼
頻度測定結果が⽰されている。ピロキロンは⾼濃度で検出された
3種の農薬の⼀つとなっている。河川毎の濃度変化特性や負荷量
変化特性、総農薬⽅式による検出指標値（DI値）、農薬出荷量か
ら推定した流出率等が定量的に⽰されている⼀⽅、最⼤濃度以外
の検出濃度については具体的な値が⽰されていない。

ヘリウムガス供給不⾜に対応した農産物中の残留農薬等の LC-MS/MS を⽤い
る⼀⻫試験法の適⽤検討

菊地 博之, 坂井 隆敏, ⼤倉 知⼦,
根本 了, 穐⼭ 浩

⽇本⾷品化学学会誌, 27, 184-189 10.18891/jjfcs.27.3_184 https://doi.org/10.18891/jjfcs.27.3_184 2020 適合性なし - ⑤

活性炭注⼊によるピロキロン除去率の検討
浅野 良緒, ⾺森 ⼤輔, 寺嶋 誠, 千
葉 未由記, ⼤沼 国彦

全国会議（⽔道研究発表会）講演集, 2021, 644-645 10.34566/jwwaproc.2021.0_644
https://doi.org/10.34566/jwwaproc.2021
.0_644

2021 適合性なし - ⑧

降⾬と農薬散布⽇が原⽔の農薬濃度に及ぼす影響
浅野 良緒, 今野 祥顕, 淀川 晋⼀,
⼤沼 国彦

全国会議（⽔道研究発表会）講演集, 2022, 666-667 10.34566/jwwaproc.2022.0_666
https://doi.org/10.34566/jwwaproc.2022
.0_666

2022 適合性なし - ⑧

⽔道⽔中農薬のGC/MSスクリーニング分析法の開発と実試料への適⽤
⼩林 憲弘, ⼟屋 裕⼦, ⾼⽊ 総吉,
五⼗嵐 良明

環境科学会誌, 33, 136-157 10.11353/sesj.33.136 https://doi.org/10.11353/sesj.33.136 2020 適合性なし - ⑤

GC/MSによる⿂介類中の農薬⼀⻫分析法の検討
津⽥ 泰三, 中村 忠貴, 井上 亜紀
⼦, ⽥中 勝美

環境化学, 18, 227-235 10.5985/jec.18.227 https://doi.org/10.5985/jec.18.227 2008 適合性なし - ⑤

秋⽥県におけるフィプロニル抵抗性イネドロオイムシの発⽣状況と有効薬剤
の検索

良知, ⾼橋; 英樹, 菊池; 徳光, 新⼭ 北⽇本病害⾍研究会報, 2009, 174-176 10.11455/kitanihon.2009.60_174
https://doi.org/10.11455/kitanihon.2009.
60_174

2009 適合性なし - ④

穂いもち防除を省略した⽔稲品種「ひとめぼれ」栽培地域における穂いもち
被害発⽣リスク評価

菅 広和, 冨永 朋之 北⽇本病害⾍研究会報, 2015, 23-26 10.11455/kitanihon.2015.66_23
https://doi.org/10.11455/kitanihon.2015.
66_23

2015 適合性なし - ③

GC/MSターゲットスクリーニング分析法による⽔道⽔中農薬の定量精度の評
価

⼩林 憲弘, ⼟屋 裕⼦, 五⼗嵐 良
明

環境科学会誌, 35, 34-48 10.11353/sesj.35.88 https://doi.org/10.11353/sesj.35.88 2022 適合性なし - ⑤

中・⼩区画⽔⽥における畦畔管理による斑点⽶抑制技術の検討 ⾼橋 良知, 菊池 英樹 北⽇本病害⾍研究会報, 2011, 106-111 10.11455/kitanihon.2011.62_106
https://doi.org/10.11455/kitanihon.2011.
62_106

2011 適合性なし - ③

東電福島第⼀原発事故前後における⽔⽥の⽣物相の変化
伸浩, 松⽊; 知明, 根本; 敏正, 三⽥
村

北⽇本病害⾍研究会報, 2017, 140-143 10.11455/kitanihon.2017.68_140
https://doi.org/10.11455/kitanihon.2017.
68_140

2017 適合性なし - ⑪

河川⽔及び⽔道⽔中の農薬の年間挙動に関する研究
後藤 佑介, 佐藤 毅彦, 成島 照和,
⾼橋 敬雄

環境化学, 19, 487-495 10.5985/jec.19.487 https://doi.org/10.5985/jec.19.487 2009 適合性あり 区分c

2007年度の信濃川、阿賀野川の河川⽔及び信濃川を原⽔とする
⽔道⽔中農薬の通年挙動が⽰されるとともに、1995年度の同様
の調査結果との⽐較も報告されている。ピロキロンの河川⽔中濃
度変化は農薬の使⽤時期や⽔⽂データと合わせて⽰され考察され
ている。⼀⽅で、農薬の使⽤量等に関する情報は⽰されていな
い。

データベースを利⽤したGC/MSによる検出および定量法の河川⽔中農薬分析
への適⽤性に関する検討

⼭上 仰, 中島 晋也, ⼩野 由紀⼦,
⽯橋 康弘, 有薗 幸司, ⾨上 希和
夫

環境と安全, 2, 2_159-2_169 10.11162/daikankyo.2.2_159
https://doi.org/10.11162/daikankyo.2.2_
159

2011 適合性なし - ⑤

琵琶湖における農薬の変遷 津⽥ 泰三 環境化学, 27, 103-109 10.5985/jec.27.103 https://doi.org/10.5985/jec.27.103 2017 適合性あり 適合性なし

⑪代表的な農薬について、1960年代以降の琵琶湖の⽔や⿂介類
における検出濃度の変化と農薬使⽤量の変遷を考察した論⽂であ
り、当該農薬に限定せず、広範囲の農薬について記載されてい
る。

福島県における特別栽培⽶の推移と課題 荒川 市郎, 三浦 ⼀也, ⽚桐 英昭 ⽇本作物学会東北⽀部会報, 59, 31-32 10.20725/tjcs.59.0_31 https://doi.org/10.20725/tjcs.59.0_31 2016 適合性なし - ③

High-Frequency Observations of Pesticide Runoff Characteristics in Yodo
River with Reference to Three Major Tributaries

Hironori KAWAMURA, Senichi
EBISE

Journal of Water and Environment Technology, 12, 307-320 10.2965/jwet.2014.307 https://doi.org/10.2965/jwet.2014.307 2014 適合性あり 区分c

⼤阪府の河川とその3つの⽀流における1995〜2012年の農薬濃度
の測定結果及び観測期間中の総農薬負荷量の推定値が⽰されてお
り、ピロキロンは⾼濃度で検出された3種の農薬の⼀つとなって
いる。但し、濃度推移はグラフで⽰されており、値は最⼤値、最
⼩値及び平均値のみが⽰されている。

⽔稲における育苗箱施⽤剤が穂いもち被害程度におよぼす影響
鈴⽊ 洋平, ⼭⽥ 真孝, 荒井 三千
代, 根本 ⽂宏

北⽇本病害⾍研究会報, 2010, 22-25 10.11455/kitanihon.2010.61_22
https://doi.org/10.11455/kitanihon.2010.
61_22

2010 適合性なし - ④

プロジェクションマッピングを⽤いた⽇本画制作過程の可視化に関する⼿法 ⻑野 ⼤地, ⾼島 圭史, 辻合 秀⼀ 映像情報メディア学会技術報告, 41.12, 193-195 10.11485/itetr.41.12.0_193
https://doi.org/10.11485/itetr.41.12.0_19
3

2021 適合性なし - ①

淀川の⽔稲移植後渇⽔，スーパー出⽔，秋季⾼濃度流出に対する⾼頻度農薬
調査̶弾⼒的で余裕のある⾯源負荷としての農薬流出調査の必要性̶

海⽼瀬 潜⼀, 川村 裕紀 環境科学会誌, 30, 282-295 10.11353/sesj.30.282 https://doi.org/10.11353/sesj.30.282 2017 適合性あり 区分c

2013年4⽉〜11⽉に淀川で3⽇ごとの⾼頻度定時調査を⾏い得ら
れたピロキロンの濃度推移や調査期間全負荷量、流出率が報告さ
れている。なお、濃度推移はグラフで⽰されており、具体的な値
は⽰されていない。

Endocrine-disrupting Potential of Pesticides via Nuclear Receptors and Aryl
Hydrocarbon Receptor

Hiroyuki Kojima, Shinji
Takeuchi, Tadanori Nagai

Journal of Health Science, 56, 374-386 10.1248/jhs.56.374 https://doi.org/10.1248/jhs.56.374 2010 適合性あり 適合性なし

⑯200種類の農薬を対象に、トランスアクティベーションアッセ
イにより、受容体リガンドとして働きシグナル伝達経路に影響を
及ぼす農薬を探索した結果が報告されているが、詳細な試験⽅法
(a)、処理した被験物質量 (d) 等の記載がなく、評価に活⽤する
観点で妥当ではないと判断した。

植物病害の薬剤防除 廣岡 卓, ⽯井 英夫 ⽇本植物病理学会報, 80, S172-S178 10.3186/jjphytopath.80.S172
https://doi.org/10.3186/jjphytopath.80.S
172

2014 適合性なし - ④

第87回講演要旨 病害 - 九州病害⾍研究会報, 60, 99-105 10.4241/kyubyochu.60.99 https://doi.org/10.4241/kyubyochu.60.99 2014 適合性なし - ⑧

適合性評価結果

Appendix2_検索結果並びに文献一覧



Determining the suitability of a polar organic chemical integrated sampler
(POCIS) for the detection of pesticide residue in the Ishikawa River and its
tributary in Osaka, Japan

Yabuki, Yoshinori; Ono, Junko;
Nagai, Takashi; Inao, Keiya;
Tanimori, Shinji

Journal of Pesticide Science, 43, 18-23 10.1584/jpestics.D17-063
https://doi.org/10.1584/jpestics.D17-
063

2018 適合性あり 適合性なし

⑤⑯サンプリング法の開発・評価に関する論⽂であり、詳細な分
析法の記載はなく、2012年6⽉、8⽉及び2013年6⽉に⼤阪府の⽯
川、佐備川及び⼤和川においてグラブサンプリング法及びPOCIS
（Polar Organic Chemical Integrated Sampler）を⽤いたパッシ
ブサンプリング法で採取された河川⽔から検出された農薬濃度の
⽐較結果が報告されている。

Action mechanism of the novel rice blast fungicide tolprocarb distinct from
that of conventional melanin biosynthesis inhibitors

Takahiro Hamada  , Mineko
Asanagi, Tomomi Satozawa,
Natsuko Araki, Shinichi Banba,
Norikazu Higashimura,
Tomohisa Akase, Kangetsu
Hirase

Journal of Pesticide Science, 39, 152-158 10.1584/jpestics.D14-033
https://doi.org/10.1584/jpestics.D14-
033

2014 適合性なし - ②

放光寺浄⽔場における過去10年間の農薬検出状況
近藤 翔平, 國友 凜, 志波 貴⾂, 平
尾 潤, 野⼝ 正和, 森⼭ 五雄, 河野
英樹

全国会議（⽔道研究発表会）講演集, 2022, 668-669 10.34566/jwwaproc.2022.0_668
https://doi.org/10.34566/jwwaproc.2022
.0_668

2022 適合性なし - ⑧

⽔環境中に残留する⽔⽥施⽤農薬のPolar Organic Chemical Integrative
Sampler (POCIS) とグラブサンプリングによる時間加重平均濃度の⽐較

須⼾ 幹, 梶原 暢⼈, 岩間 憲治 ⽔環境学会誌, 45, 41-50 10.2965/jswe.45.41 https://doi.org/10.2965/jswe.45.41 2022 適合性あり 適合性なし

⑤⑯サンプリング法の開発・評価に関する論⽂であり、詳細な分
析法の記載はなく、2017〜2018年に⽔⽥群の排⽔路末端及び河
川の流域末端においてPOCISによるサンプリングと⾼頻度グラブ
サンプリングを⾏い農薬のTWA濃度を測定した結果が報告されて
いる。

オンライン固相抽出装置を⽤いたGC-MS法による農薬類の迅速分析に関する
調査

半⽥ 聡, 森⼭ 五雄, ⿊⽊ 正⼀郎 全国会議（⽔道研究発表会）講演集, 2020, 646-647 10.34566/jwwaproc.2020.0_646
https://doi.org/10.34566/jwwaproc.2020
.0_646

2020 適合性なし - ⑤

SPME-GC-MS/MS、LC-MS/MS を⽤いた農薬類の迅速な⼀⻫分析法の開発
腰塚 昭春, 島⽥ 祐介, ⽥中 武志,
栗⽥ 翔, 橘⾼ 雷太, 市川 豊, 吉澤
健⼀, 宮川 修

⽔道協会雑誌, 89, 44970 10.34566/jwwa.89.4_2 https://doi.org/10.34566/jwwa.89.4_2 2020 適合性なし - ⑤

秋⽥県におけるQoI 剤耐性イネいもち病菌の発⽣要因について
佐⼭ 玲, 藤井 直哉, 齋藤 隆明, ⼩
笠原 泉, 新⼭ 徳光, 藤沢 光晴, 藤
晋⼀

北⽇本病害⾍研究会報, 2016, 36-40 10.11455/kitanihon.2016.67_36
https://doi.org/10.11455/kitanihon.2016.
67_36

2016 適合性なし - ④

プロジェクションマッピングを⽤いた⽇本画制作過程の可視化に関する⼿法 ⻑野 ⼤地, ⾼島 圭史, 辻合 秀⼀ 画像電⼦学会研究会講演予稿, 16.04, 185-187 10.11371/wiieej.16.04.0_185
https://doi.org/10.11371/wiieej.16.04.0_
185

2017 適合性なし - ①

SSRマーカーによるいもち病菌圃場分離集団の遺伝的分化の解析 善林 薫, ⻤頭 英樹, 鈴⽊ ⽂彦 ⽇本植物病理学会報, 80, 81-87 10.3186/jjphytopath.80.81
https://doi.org/10.3186/jjphytopath.80.8
1

2014 適合性なし - ④

北海道におけるイミダクロプリド抵抗性イネドロオイムシ個体群の発⽣と有
効薬剤の検索

⻘⽊ 元彦 北⽇本病害⾍研究会報, 2015, 110-115 10.11455/kitanihon.2015.66_110
https://doi.org/10.11455/kitanihon.2015.
66_110

2015 適合性なし - ④

市販農薬混合標準液の濃度相互⽐較
岩村 幸美, 陣⽮ ⼤助, ⾨上 希和
夫

分析化学, 57, 825-831 10.2116/bunsekikagaku.57.825
https://doi.org/10.2116/bunsekikagaku.
57.825

2008 適合性なし - ⑤

Determination of Detection Limits and Quantitation Limits for Compounds
in a Database of GC/MS by FUMI Theory

Shinya Nakashima, Yuzuru
Hayashi

Mass Spectrometry, 5, A0043-A0043 10.5702/massspectrometry.A0043
https://doi.org/10.5702/massspectromet
ry.A0043

2016 適合性なし - ⑤

⽔⽥畦畔法⾯のグランドカバープランツ「クリーピングベントグラス」にお
ける斑点⽶カメムシ類の発⽣

松⽊ 伸浩, 根本 知明 北⽇本病害⾍研究会報, 2018, 115-118 10.11455/kitanihon.2018.69_115
https://doi.org/10.11455/kitanihon.2018.
69_115

2018 適合性なし - ④

LC-MS/MSを⽤いた迅速な野菜類および果実類中の残留農薬⼀⻫分析法の妥
当性評価

⾼取 聡, ⼭本 遥菜, 福井 直樹, ⼭
⼝ 聡⼦, 北川 陽⼦, 柿本 葉, ⼩阪
⽥ 正和, 起橋 雅浩, 梶村 計志, 尾
花 裕孝

⾷品衛⽣学雑誌, 54, 237-249 10.3358/shokueishi.54.237
https://doi.org/10.3358/shokueishi.54.23
7

2013 適合性なし - ⑤

LC/MSによる⼟壌中有機汚染物質のスクリーニング法の開発─抽出⽅法及び
条件の最適化に関する検討─

宮脇 崇, ⾶⽯ 和⼤, ⽵中 重幸, ⾨
上 希和夫

分析化学, 64, 533-541 10.2116/bunsekikagaku.64.533
https://doi.org/10.2116/bunsekikagaku.
64.533

2015 適合性なし - ⑤

MBI-D resistance management of Pyricularia oryzae using an application
program incorporating benomyl

Kimura, Norio; Fukuchi, Atsushi Journal of Pesticide Science, 43, 33-35 10.1584/jpestics.D17-064
https://doi.org/10.1584/jpestics.D17-
064

2018 適合性なし - ④

全国の⽔道事業を対象とした農薬の測定計画と検出状況の関連解析
⼩坂 浩司, 浅⾒ 真理, 佐々⽊ 万
紀⼦, 松井 佳彦, 秋葉 道宏

⽔環境学会誌, 40, 125-133 10.2965/jswe.40.125 https://doi.org/10.2965/jswe.40.125 2017 適合性あり 適合性なし
⑪2009〜2011年度の全国の⽔道事業体における原⽔中の農薬検
出状況とモニタリング計画との関係を調査した論⽂であり、当該
農薬に限定せず、広範囲の農薬について記載されている。

キハダの果実および葉の農薬分析法の妥当性評価および残留農薬実態調査 ⽶⽥ 正樹, 樋上 絢, ⽴本 ⾏江 ⽇本⾷品化学学会誌, 27, 44935 10.18891/jjfcs.27.1_1 https://doi.org/10.18891/jjfcs.27.1_1 2020 適合性あり 区分c
⽇本のガイドラインで要求されている果実中の残留農薬の分析結
果が⽰されているが、ピロキロンは不検出と報告されている。

LC/MSによる⼟壌中有機汚染物質のスクリーニング法の開発（2）─精製⽅法
に関する検討─

宮脇 崇, ⾶⽯ 和⼤, ⾨上 希和夫 分析化学, 68, 427-433 10.2116/bunsekikagaku.68.427
https://doi.org/10.2116/bunsekikagaku.
68.427

2019 適合性なし - ⑤

新規殺菌剤トルプロカルブの作⽤機作と⽣物活性 萩原 寛之 ⽇本農薬学会誌, 44, 186-192 10.1584/jpestics.W19-63 https://doi.org/10.1584/jpestics.W19-63 2019 適合性なし - ④

迅速前処理カートリッジを⽤いた環境⽔中有機汚染物質のターゲットスク
リーニング法の開発

古閑 豊和, 宮脇 崇 分析化学, 68, 417-425 10.2116/bunsekikagaku.68.417
https://doi.org/10.2116/bunsekikagaku.
68.417

2019 適合性なし - ⑤

マイクロウェーブ抽出を⽤いる⼟壌中有機汚染物質のスクリーニング法の開
発

宮脇 崇, ⾶⽯ 和⼤, ⽵中 重幸, ⾨
上 希和夫

分析化学, 62, 971-978 10.2116/bunsekikagaku.62.971
https://doi.org/10.2116/bunsekikagaku.
62.971

2013 適合性なし - ⑤

環境こだわり栽培⽔⽥における⽣物多様性保全効果の検証
塚本 敬之, 近藤 博次, 重久 眞⾄,
⻄村 卓真, ⼭本 雅則

関⻄病⾍研報, 58, 119-122 10.4165/kapps.58.119 https://doi.org/10.4165/kapps.58.119 2016 適合性あり 適合性なし

⑫混合製剤に関する毒性に関する論⽂であり、化学合成農薬の使
⽤成分数を慣⾏の半分以下とする栽培条件の圃場及び慣⾏栽培圃
場における⽣物多様性を評価した結果が報告されている。圃場で
はピロキロン以外の殺⾍剤や除草剤も⽤いられており、ピロキロ
ン単独の毒性評価には使⽤できないと判断した。

GC/MSターゲットスクリーニング分析法の⽔道原⽔および浄⽔への適⽤
⾼⽊ 総吉, ⻑⾕川 有紀, ⼩池 真
⽣⼦, 吉⽥ 仁, 安達 史恵

環境科学会誌, 35, 49-58 10.11353/sesj.35.78 https://doi.org/10.11353/sesj.35.78 2022 適合性なし - ⑤



⽔稲品種「わたぼうし」における穂いもち発病予測モデル ⿊⽥ 智久, 松澤 清⼆郎, 堀 武志 北⽇本病害⾍研究会報, 2017, 28-32 10.11455/kitanihon.2017.68_28
https://doi.org/10.11455/kitanihon.2017.
68_28

2017 適合性なし - ⑮

秋⽥県の⽔稲疎植栽培におけるプロベナゾール箱粒剤の葉いもち防除効果 藤井 直哉, 齋藤 隆明, 佐⼭ 玲 北⽇本病害⾍研究会報, 2016, 57-61 10.11455/kitanihon.2016.67_57
https://doi.org/10.11455/kitanihon.2016.
67_57

2016 適合性なし - ④

薬剤耐性菌研究の最新動向と対策強化に向けて ⽯井 英夫 ⽇本農薬学会誌, 39, 53-57 10.1584/jpestics.W13-14 https://doi.org/10.1584/jpestics.W13-14 2014 適合性なし - ④

琵琶湖⽔における農薬濃度の農薬出荷量による評価
津⽥ 泰三, 中村 忠貴, 井上 亜紀
⼦, ⽥中 勝美

環境化学, 19, 221-228 10.5985/jec.19.221 https://doi.org/10.5985/jec.19.221 2009 適合性あり 区分c

2000〜2007年の琵琶湖表層⽔における農薬の濃度推移が報告さ
れている。ピロキロンは2006年度の調査において⾼頻度で検出
された12種の農薬の⼀つとなっており、⽔中農薬最⾼濃度と農薬
出荷量や農薬使⽤量の関係についてもグラフで⽰されている。ピ
ロキロンはこれらの指標の関係に関する考察の対象とはなってい
ないが、各時期の検出濃度及び頻度が報告されている。但し、調
査地点の気象条件や流量、採⽔試料の⽔温やpH、濁り等の情報
は得られていない。

Synthesis and activities of tolprocarb derivatives against Pyricularia oryzae:
relationships among the activities for polyketide synthase, melanin
biosynthesis, and rice blast

Shinichi Banba, Takahiro
Hamada  , Natsuko Araki,
Koichi Ebihara

Journal of Pesticide Science, 42, 25-31 10.1584/jpestics.D16-100
https://doi.org/10.1584/jpestics.D16-
100

2017 適合性なし - ④

イネばか苗病の本⽥期における病徴の推移
本藏 良三, 菅井 達彦, ⽊村 優介,
伊藤 達郎, ⼩⿊ 仁司

北⽇本病害⾍研究会報, 2010, 26-29 10.11455/kitanihon.2010.61_26
https://doi.org/10.11455/kitanihon.2010.
61_26

2010 適合性なし - ④

LC-MS/MSを⽤いた迅速で簡便な飲料中の残留農薬⼀⻫分析法の実⽤化に向
けての検討

福井 直樹, ⾼取 聡, 北川 陽⼦, 起
橋 雅浩, ⼩阪⽥ 正和, 中辻 直⼈,
中⼭ 裕紀⼦, 柿本 葉, 尾花 裕孝

⾷品衛⽣学雑誌, 53, 183-193 10.3358/shokueishi.53.183
https://doi.org/10.3358/shokueishi.53.18
3

2012 適合性なし - ⑤

LC-MS/MSによる農産物中の残留農薬⼀⻫分析法の妥当性評価
上野 英⼆, 渡邉 美奈恵, 梅村 優
⼦, 井上 知美, 猪飼 誉友

⾷品衛⽣学雑誌, 55, 290-296 10.3358/shokueishi.55.290
https://doi.org/10.3358/shokueishi.55.29
0

2014 適合性なし - ⑤

Design and biological activity of a novel fungicide, quinofumelin

Hiroyuki Ito, Takeshi Takada,
Munetsugu Morimoto, Hiroyuki
Komai, Fumie Kajino, Toshiaki
Ohara, Yasushi Tamagawa,
Mikio Tsuda, Shinichi Banba

Journal of Pesticide Science, 48, 22-27 10.1584/jpestics.D22-042
https://doi.org/10.1584/jpestics.D22-
042

2023 適合性なし - ④

Temporal and regional variability of cumulative ecological risks of pesticides
in Japanese river waters for 1990‒2010

Takashi Nagai, Shunji Yachi,
Keiya Inao

Journal of Pesticide Science, 47, 22-29 10.1584/jpestics.D21-054
https://doi.org/10.1584/jpestics.D21-
054

2022 適合性あり 適合性なし

⑪⽇本の⽔⽥で使⽤されている複数の農薬による⽣態系累積リス
クを定量的に評価し、さらに、1990〜2010年のリスクの時間
的・地域的変動を可視化した論⽂であり、当該農薬に限定せず、
広範囲の農薬について記載されている。

極早⽣温州ミカンの緑かび病に対するベンゾイミダゾール系薬剤とイミノク
タジン酢酸塩液剤との混⽤散布による防除効果の向上

⽥代 暢哉, 井⼿ 洋⼀ ⽇本植物病理学会報, 74, 297-303 10.3186/jjphytopath.74.297
https://doi.org/10.3186/jjphytopath.74.2
97

2008 適合性なし - ④

個体差の統計分析に基づく多様な形状特徴を持つ⼿指有限要素モデルの⽣成
(機械⼒学,計測,⾃動制御)

多⽥ 充徳, 野原 健, 梅⽥ 和昇, 持
丸 正明

⽇本機械学会論⽂集 C編, 75, 2765-2772 10.1299/kikaic.75.2765 https://doi.org/10.1299/kikaic.75.2765 2009 適合性なし - ①

セルの相互作⽤による仮想都市の 区画変化シミュレーション
古⽥ 尚之, ⽔野 ⼀徳, 今 佐和⼦,
⻄原 清⼀, 福井 幸男

芸術科学会論⽂誌, 10, 241-250 10.3756/artsci.10.241 https://doi.org/10.3756/artsci.10.241 2011 適合性なし - ①

LC-MS/MSによる農産物中残留農薬の⼀⻫分析
渡邉 美奈恵, 上野 英⼆, 井上 知
美, ⼤野 春⾹, 猪飼 誉友, 森下 智
雄, ⼤島 晴美, 林 留美⼦

⾷品衛⽣学雑誌, 54, 14-24 10.3358/shokueishi.54.14 https://doi.org/10.3358/shokueishi.54.14 2013 適合性あり 区分c
⽇本のガイドラインで要求されているほうれんそう、⽞⽶、⼤⾖
及びオレンジ中の残留農薬の分析結果が⽰されているが、ピロキ
ロンは不検出と報告されている。

半揮発性化学物質多成分同時分析のためのガスクロマトグラフ−四重極型質
量分析計の性能評価物質

陣⽮ ⼤助, 岩村 幸美, ⾨上 希和
夫, 宮川 治彦, 中川 勝博, 近藤 友
明, 楠⽥ 哲也

分析化学, 60, 965-975 10.2116/bunsekikagaku.60.965
https://doi.org/10.2116/bunsekikagaku.
60.965

2011 適合性なし - ⑤

超臨界流体抽出（SFE）およびGC-MSによる茶の残留農薬⼀⻫分析法の検討
荒川 正⼈, 佐野 仁, ⾺場 吉武, ⽜
⾕ 公郎, 加藤 ⼀郎

⾷品衛⽣学雑誌, 53, 139-145 10.3358/shokueishi.53.139
https://doi.org/10.3358/shokueishi.53.13
9

2012 適合性なし - ⑤

宮城県中部地域においてはせ架け越冬罹病稲わらが本⽥イネ葉いもちの伝染
源になる可能性

本藏 良三, 菊地 貞⽂ 北⽇本病害⾍研究会報, 2011, 45247 10.11455/kitanihon.2011.62_11
https://doi.org/10.11455/kitanihon.2011.
62_11

2011 適合性なし - ③

アセトニトリル/n-ヘキサン分配および固相抽出精製を⽤いたGC-MSによる畜
⽔産物中の農薬⼀⻫分析法の検討

吉﨑 ⿇友⼦, ⼩林 ゆかり, 清⽔
正法, 丸⼭ 浩⼀

⾷品衛⽣学雑誌, 56, 77-82 10.3358/shokueishi.56.77 https://doi.org/10.3358/shokueishi.56.77 2015 適合性なし - ⑤

セルフクリーニングイオン源搭載GC-MS/MSによる農産物中残留農薬分析の
検証

⼤久保 祥嗣, ⼋⽊ 正博 ⾷品衛⽣学雑誌, 62, 14-19 10.3358/shokueishi.62.14 https://doi.org/10.3358/shokueishi.62.14 2021 適合性なし - ⑤

LC-MS/MSを⽤いた乾燥唐⾟⼦中残留農薬⼀⻫分析法の妥当性評価

渡邊 趣⾐, ⼋巻 ゆみこ, 富澤 早
苗, 増渕 珠⼦, 上條 恭⼦, 中島 崇
⾏, 吉川 聡⼀, ⼭本 和興, 髙⽥ 朋
美, ⼩鍛治 好恵, ⼤澤 佳浩, ⼤塚
健治, 橋本 常⽣

⾷品衛⽣学雑誌, 61, 247-253 10.3358/shokueishi.61.247
https://doi.org/10.3358/shokueishi.61.24
7

2020 適合性なし - ⑤

LC-MS/MSによる農産物を主原料とした加⼯⾷品中の残留農薬⼀⻫分析法の
検討

福井 直樹, ⾼取 聡, 北川 陽⼦, 起
橋 雅浩, 梶村 計志, 尾花 裕孝

⾷品衛⽣学雑誌, 54, 426-433 10.3358/shokueishi.54.426
https://doi.org/10.3358/shokueishi.54.42
6

2013 適合性あり 適合性なし
⑤⑪「⾷品中に残留する農薬等に関する試験法の妥当性評価ガイ
ドライン」に従ってLC-MS/MSによる農産物中の残留農薬⼀⻫
分析法の評価を実施した論⽂である。

超臨界流体抽出(SFE)による野菜・果実中の残留農薬の⼀⻫分析法の妥当性評
価

浦⻄ 克維, ⼭下 浩⼀, ⼭本 圭吾 ⾷品衛⽣学雑誌, 53, 63-74 10.3358/shokueishi.53.63 https://doi.org/10.3358/shokueishi.53.63 2012 適合性なし - ⑤

薬⽤植物栽培における使⽤農薬の実態調査（第4報）中国産サンシュユの使⽤
農薬

向⽥ 有希, ⼭⼝ 能宏, 張 紹輝, ⽮
彦沢 公利, 豊岡 寛美, 武⽥ 修⼰,
樋⼝ 剛央, 安部 正太郎, ⼭本 豊,
許 秀海, 陳 国強, 劉 ⼤川, 李 ⽅
東, ⽩⿃ 誠, 佐々⽊ 博

⽣薬学雑誌, 75, 18-24 10.24684/jspharm.75.1_18
https://doi.org/10.24684/jspharm.75.1_1
8

2021 適合性あり 適合性なし
⑰中国産農作物を対象とした調査であり、⽇本国内の代表的な使
⽤⽅法や使⽤条件における評価には活⽤できないと判断した。



ヘキサン−アセトン混合溶媒を⽤いた固相抽出-GC/MS 法による農薬類の⼀
⻫分析

森⼝ 泰男, 平林 達也 ⽔道協会雑誌, 90, 44997 10.34566/jwwa.90.2_3 https://doi.org/10.34566/jwwa.90.2_3 2021 適合性なし - ⑤

⽔道⽔中農薬のGC/MSスクリーニング分析におけるクロマトグラム解析の誤
差要因の分析

⼩林 憲弘, ⼟屋 裕⼦, ⾼⽊ 総吉,
吉⽥ 仁, ⼤窪 かおり, 北原 健⼀,
坂本 晃⼦, ⽊下 輝昭, 仲野 富美,
橋本 博之, 古川 浩司, 粕⾕ 智浩,
岩間 紀知, 平林 達也, ⼩嶋 隼, 林
幸範, 古⼝ 健太郎, 五⼗嵐 良明

環境化学, 33, 26-40 10.5985/jec.33.26 https://doi.org/10.5985/jec.33.26 2023 適合性なし - ⑤

SIM/Scan同時取り込みモードGC/MSによる農作物中残留農薬の⼀⻫分析
中村 貞夫, ⼭上 仰, ⼩野 由紀⼦,
東房 健⼀, 代島 茂樹

分析化学, 62, 229-241 10.2116/bunsekikagaku.62.229
https://doi.org/10.2116/bunsekikagaku.
62.229

2013 適合性なし - ⑤

薬⽤植物栽培における使⽤農薬の実態調査（第3報）中国産サンシシの使⽤農
薬

⼭⼝ 能宏, 安部 正太郎, 武⽥ 修
⼰, ⽥辺 章⼆, 樋⼝ 剛央, 堀井 周
⽂, 向⽥ 有希, ⼭本 豊, 許 秀海,
陳 国強, 劉 ⼤川, 李 ⽅東, ⽩⿃
誠, 佐々⽊ 博

⽣薬学雑誌, 74, 45218 10.24684/jspharm.74.1_10
https://doi.org/10.24684/jspharm.74.1_1
0

2020 適合性あり 適合性なし
⑰中国産農作物を対象とした調査であり、⽇本国内の代表的な使
⽤⽅法や使⽤条件における評価には活⽤できないと判断した。

超臨界流体抽出（SFE）による穀類・⾖類中の残留農薬の⼀⻫分析法の妥当性
評価

浦⻄ 克維, ⼭下 浩⼀, 岡⼭ 明⼦,
⼭本 圭吾

⾷品衛⽣学雑誌, 53, 278-290 10.3358/shokueishi.53.278
https://doi.org/10.3358/shokueishi.53.27
8

2012 適合性なし - ⑤

豊岡盆地の⽔⽥におけるコウノトリ育む農法の⽣物多様性保全効果
内藤 和明, 福島 庸介, ⽥和 康太,
丸⼭ 勇気, 佐川 志朗

⽇本⽣態学会誌, 70, 217 10.18960/seitai.70.3_217 https://doi.org/10.18960/seitai.70.3_217 2020 適合性あり 適合性なし

⑫混合製剤に関する毒性に関する論⽂であり、環境保全型稲作が
⾏われている圃場と慣⾏栽培圃場における植⽣や動物分類群の調
査結果が報告されている。圃場ではピロキロン以外の農薬も⽤い
られており、ピロキロン単独の毒性評価には使⽤できないと判断
した。

講演要旨 - 北⽇本病害⾍研究会報, 2016, 212-235 10.11455/kitanihon.2016.67_212
https://doi.org/10.11455/kitanihon.2016.
67_212

2017 適合性なし - ⑧

データ処理⼿法及び多変量解析によるLC/MS分析の視覚化 滝埜 昌彦 分析化学, 63, 497-513 10.2116/bunsekikagaku.63.497
https://doi.org/10.2116/bunsekikagaku.
63.497

2014 適合性なし - ⑤

トリガーMRM法を⽤いた四重極LC-MS/MSによる⽔道⽔中の農薬スクリーニ
ング分析法の検討

古川 浩司, 橋本 真, ⼩林 珠美, 滝
埜 昌彦

環境科学会誌, 35, 67-82 10.11353/sesj.35.34 https://doi.org/10.11353/sesj.35.34 2022 適合性なし - ⑤
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新規⾃動前処理装置（FASRAC）を⽤いたGC-MS/MSによる農産物中の残留
農薬⼀⻫試験法の妥当性評価
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Fine-Tuning the Selectivity of Aldosterone Synthase Inhibitors: Structure−
Activity and Structure−Selectivity Insights from Studies of Heteroaryl
Substituted 1,2,5,6-Tetrahydropyrrolo[3,2,1-ij]quinolin-4-one Derivatives |
Journal of Medicinal Chemistry
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Journal of Medicinal Chemistry, 54, 2307-2319 10.1021/jm101470k https://doi.org/10.1021/jm101470k 2011 適合性なし - ④
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Investigation of intermolecular interactions in inclusion complexes of
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スイカ中の低濃度農薬を検出するためのLC-MS/MS法を適⽤し
た迅速なスクリーニングプロセス開発に関する内容。⽇本のガイ
ドラインで要求されていないスイカ中の残留農薬の分析結果が⽰
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